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頼
意
僧
正
伝
記
考

―
―
南
朝
参
仕
の
一
僧
侶
歌
人
の
生
涯
―
―

は
じ
め
に

南
北
朝
分
立
か
ら
十
余
年
、
武
家
方
で
は
、
将
軍
尊
氏
と
そ
の
執

事

。
高
師
直
を
中
心
と
す
る
尊
氏
派
と
、
尊
氏
の
弟

・
直
義
を
中
心
と

す
る
直
義
派
と
の
対
立
が
激
化
し
、
両
者
は
つ
い
に
干
文
を
交
え
る
に

至

っ
た
。
正
平
六

（
〓
一一五

こ

年
十
月
、
尊
氏
は
直
義
派
追
討
の
便

宜
に
南
朝
に
帰
服
、
漁
夫
の
利
を
得
た
南
朝
は
、
京
都
を
占
領
し
て
北

朝
崇
光
天
皇
を
廃
し
、　
一
時
的
な
が
ら
も
南
朝
に
よ
る
両
朝

一
統
が

成

っ
た
。
い
わ
ゆ
る
正
平

一
統
で
あ
る
。
こ
の
機
に
際
し
て
の
南
朝
方

の
栄
達
の
さ
ま
を
、
『太
平
記
』
（巻
三
十

。
準
后
禅
門
事
）
は
左
の
よ
う

に
描
く
。
自
二京
都
一参
仕
セ
ラ
レ
タ
ル
月
卿
雲
客
ヲ
ハ
、
降
参
ノ
人
ト
テ
官

職
ヲ
落
サ
レ
、
山
中
祗
候
之
公
卿
殿
上
人
ヲ
ハ
、
多
年
之
労
功
有

レ
ハ
ト
テ
、
超
涯
不
次
之
賞
ヲ
行
レ
ケ
ル
間
、
窮
達
忽

二
地
ヲ
易

タ
リ
、
古
三
位
殿
御
局
卜
申
シ
ヽ
ハ
、
今
天
子
之
母
后

ニ
テ
ヲ
ハ

シ
マ
セ
ハ
、
院
号
蒙
ラ
セ
給
テ
新
待
賢
門
院
之
ト
ソ
申
シ
ケ
ル
、

北
畠
入
道
源
大
納
言

ハ
准
后
之
宣
旨
ヲ
蒙
テ
、
花
付
鈴
付
タ
ル
大

勢
田
　
道
生

童
子
ヲ
召
具
シ
、
禁
車
二
駕
シ
テ
宮
中
ヲ
出
入
ス
ヘ
キ
粧
、
天
下

之
耳
ロ
ヲ
驚
カ
セ
リ
、
（略
）
田
野
日
■
頼
嵐
へ
、
東
ギ
員
者
、‐

配
醐
国
主
記
べ
樹
●
オ
ィ
「ア，「
‐侵
利
寺
之
諸
開
家
ヲ‐
兼
グ
兜
、
大

塔
僧
正
忠
雲

ハ
、
梨
本
大
塔
之
両
門
跡
ヲ
兼
テ
、
鎌
倉
之
大
御
堂
、

天
王
寺
之
別
当
職

二
補
セ
ラ
ル
、
此
外
山
中
伺
候
之
人
々
、
名
家

ハ
清
花
ヲ
超
、
庶
子

ハ
嫡
家
ヲ
越
テ
、
官
職
雅
意

二
任
セ
タ
リ
、

こ
の
記
事
に
お
い
て
、
新
待
賢
門
院

・
北
畠
親
房

・
忠
雲
僧
正
と
と
も

に
南
朝
方
の
栄
達
の
例
と
し
て
名
が
挙
が
る
の
が
、
本
稿
が
考
察
の
対

象
と
す
る
頼
意
僧
正
で
あ
る
。
東
寺
長
者

。
醍
醐
座
主
に
補
任
さ
れ
て

仁
和
寺
の
諸
院
家
を
兼
帯
し
た
と
さ
れ
る
頼
意
は
、
間
違
い
な
く
当
時

の
宗
教
界
に
お
け
る
重
要
人
物
の

一
人
で
あ
る
。
『太
平
記
』
が
南
朝

方
の
栄
達
を
批
判
す
る
に
際
し
て
、
北
畠
親
房
ら
と
と
も
に
頼
意
の
名

を
挙
げ
る
の
も
、
こ
の
時
期
の
頼
意
の
地
位
が
際
立

っ
た
も
の
で
あ

っ

た
こ
と
を
示
し
て
余
り
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
右
の
記
事
を
直
ち
に
史
実
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
し
か
し
、
同
時
代
人
で
あ
る

『
太
平
記
』
記
主
が
記
す
右
の

頼
意
の
姿
は
、
頼
意
が
南
朝
方
を
代
表
す
る
僧
侶
と
し
て
注
目
さ
れ
る
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存
在
だ

っ
た
こ
と
を
知
る
に
十
分
な
も
の
と
い
え
よ
う
。

一
、
新
葉
集
入
集
歌

一
方
、
弘
和
元

（
〓
一天

一
）
年
成
立
の
南
朝
の
准
勅
撰
集

。
新
葉

集
に
は
頼
意
の
詠
が
十
四
首
入
集
し
て
お
り
、
こ
の
歌
数
は
、
同
集
作

者
百
五
十
四
人
の
う
ち
第
二
十
七
位
で
あ
る
。

頼
意
の
詠
が
そ
れ
だ
け
の
入
集
を
得
た
の
は
、
第

一
に
は
そ
の
詠
歌

の
素
養
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
頼
意
の
歌
壇
事
績
と
し
て
は
、
『正

平
二
十
年
三
百
六
十
首
』
、
天
授
元
年
の

『
南
朝
五
百
番
歌
合
』
（
い
ず

れ
も

『新
編
国
歌
大
観
』
所
収
）
に
そ
の
詠
が
見
え
、
ま
た
、
新
葉
集
の

詞
書
か
ら
は
、
正
平
八
年
の
内
裏
千
首
歌
、
天
授
元
年
の
住
吉
社
三
百

六
十
番
歌
合

へ
の
参
加
が
知
ら
れ
、
頼
意
に

一
定
以
上
の
詠
歌
の
嗜
み

が
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
長
慶
天
皇
以
下
、
後
期
南
朝
の
有

力
歌
人
に
列
し
て
の

『南
朝
五
百
番
歌
合
』
の
成
績
は
、
勝
十
六

。
負

十
九

・
持
十
五
で
、
参
加
者
二
十
人
の
う
ち
第
十
二
位
で
あ
る
。

新
葉
集
の
撰
集
に
際
し
て
、
こ
れ
ら
の
歌
会

・
歌
合
が
撰
集
資
料
と

な
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
頼
意
の
入
集
歌
に
は
、
こ
れ
ら

の
他
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
注
意
を
惹
く
。

《
ａ
》
巻
九

・
神
祗

（五
七
四
）

延
元
三
年
、
後
村
上
院
か
さ
ね
て
陸
奥
の
く
に
へ
く
だ
ら
せ

ま
し
／
ヽ
け
る
に
、
い
く
ほ
ど
な
く
御
舟
伊
勢
国
篠
嶋
と
云

所

へ
つ
き
た
る
由
聞
え
し
か
ば
、
勅
使
と
し
て
ま
い
り
た
り

け
る
に
、
こ
の
た
び
大
風
な
の
め
な
ら
ず
し
て
、
御
供
な
り

け
る
舟
ど
も
お
ほ
く
そ
む
じ
け
る
を
、
お
な
じ
風
の
ま
ぎ
れ

に
、
御
舟
ば
か
り
は
事
ゆ
へ
な
く
こ
の
国

へ
し
も

つ
か
せ
給

事
、
し
か
し
な
が
ら
太
神
宮
の
御
は
か
ら
ひ
た
る
よ
し
、
神

づ
か
さ
ど
も
よ
ろ
こ
び
申
け
れ
ば
、
や
が
て
此
よ
じ
奏
し
侍

り
け
る
次
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一則
大
僧
正
頼
意

神
風
や
御
舟
よ
す
ら
し
お
き

つ
浪
た
の
み
を
か
け
し
い
せ
の
は
ま

べ
に

《
ｂ
》
巻
十
六

・
雑
上

（
一
〇
一一ユＣ

延
元
四
年
よ
し
の
ゝ
行
宮
に
て
後
村
上
院
立
坊
あ
り
し
比
よ

み
侍
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一則
大
僧
正
頼
意

花
の
色
と
り
の
こ
ゑ
ま
で
時
に
あ
ふ
春
の
宮
井
ぞ
光
こ
と
な
る

《
ａ
》
は
、
後
村
上

（義
良
親
王
）
の
東
国
下
向
に
際
し
て
、
随
行
す
る

舟
は
大
風
に
よ
っ
て
多
く
沈
没
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
親
王
の
舟
の

み
無
事
に
伊
勢
に
漂
着
し
た
こ
と
を

「太
神
宮
の
御
は
か
ら
ひ
」
で
あ

る
と
し
て
慶
祝
す
る
伊
勢
の
神
官
の
言
葉
を
受
け
、
後
村
上
の
伊
勢
帰

着
を
、
伊
勢
の
神
意
に
よ
る
も
の
と
し
て
奉
祝
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
後
村
上
の
伊
勢
漂
着
に
つ
い
て
、
『神
皇
正
統
記
』
（後
醍
醐
）
は
、

「皇
太
神
ノ
ト
ヾ
メ
申
サ
セ
給
ケ
ル
ナ
ル
ベ
シ
。
後

二
芳
野

ヘ
イ
ラ
セ

マ
シ
／
ヽ
テ
、
御
ロ
ノ
前

ニ
テ
天
位
ヲ
ツ
ガ
セ
給
シ
カ
バ
、
イ
ト
ヾ
オ

モ
ヒ
ア
ハ
セ
ラ
レ
テ
タ
ウ
ト
ク
侍
カ
ナ
」
と
、
翌
年
に
後
村
上
が
後
醍

醐
か
ら
直
に
譲
り
を
受
け
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
も
の
と
し
て
解
釈
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
は
南
朝
に
お
い
て
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と

だ
ろ
う
。
よ

っ
て
、
こ
の
歌
は
、
後
村
上
の
皇
位
継
承
を
、
伊
勢
の
神



意
を
伴
う
も
の
と
し
て
記
念
す
る
意
味
を
も

つ
も
の
と
い
え
る
。

ま
た
、
《
ｂ
》
は
後
村
上
の
立
坊
を
奉
祝
す
る
も
の
で
あ
り
、
以
上

の
二
首
は
、
後
村
上
が
践
詐
に
至
る
ま
で
の
重
要
な
時
々
に
お
け
る
慶

祝
の
歌
で
あ
る
。

頼
意
の
入
集
歌
に
は
、
後
村
上
崩
御
後
の
周
忌
の
仏
事
に
お
け
る
も

の
も
見
え
る
。
左
の

《
Ｃ
》
は
、
後
村
上

へ
の
哀
悼
の
思
い
を
、
そ
の

三
回
忌
の
供
養
の
導
師
と
し
て
の
立
場
か
ら
詠
ん
だ
も
の
、
《
ｄ
》
は
、

後
村
上
の
九
回
忌
に
お
け
る
、
後
村
上
に
対
す
る
追
憶
の
歌
で
あ
る
。

《
ｃ
》
巻
十

・
釈
教

貧
全

二
）

後
村
上
院
第
二
年
の
御
仏
事
の
次
に
、
よ
み
を
か
せ
給
け
る

短
冊
を

つ
が
れ
て
、
う
ら
に
震
筆
に
て
御
経
か
ゝ
せ
給
た
り

け
る
供
養
の
導
師

つ
か
う
ま
つ
る
と
て
、
思

つ
ゞ
け
侍
け
る

前
大
僧
正
頼
意

か
き
置
し
昔
の
春
の
こ
と
の
は
に
御
法
の
花
を
け
ふ
は
そ
へ
つ
ゝ

《
ｄ
》
巻
十
九

・
哀
傷

（
〓
壬
一〓
～

一
≡
曇
こ

天
授
二
年
二
月
十

一
日
、
如
意
輪
寺
に
て
御
仏
事
お
こ
な
は

れ
け
る
時
、
前
大
僧
正
頼
意
も
と
へ
申

つ
か
は
じ
侍
し

中
務
卿
宗
良
親
王

い
く
春
か
散
て
み
す
ら
ん
つ
ら
か
り
し
花
も
昔
の
別
な
が
ら
に

か
へ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一則
大
僧
正
頼
意

し
た
へ
ど
も
み
し
世
の
春
は
う

つ
り
き
て
あ
だ
な
る
花
に
残
る
お

も
か
げつ
ぎ
の
日
、
を
の
／
ヽ
ま
か
り
あ
か
れ
侍
り
け
る
程
、
懐
旧

の
耳

つ
か
う
ま
つ
り
け
る
を
き
こ
じ
め
し
て
　
　
　
　
御
製

四
の
時
こ
ゝ
の
か

へ
り
に
成
に
け
り
き
の
ふ
の
夢
も
お
ど
ろ
か
ぬ

ま
に

こ
の
よ
う
に
、
頼
意
の
新
葉
集
入
集
歌
に
、
後
村
上
が
皇
位
に
至
る

ま
で
の
重
要
な
時
々
の
慶
祝
の
歌
や
、
崩
御
後
の
仏
事
に
お
け
る
追
慕

の
歌
が
見
え
る
の
は
、
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持

つ
。
新
葉
集
に
お
け

る
後
村
上
の
待
遇
は
、
そ
の
御
製
が
集
中
最
多
の
百
首
の
入
集
を
得
て

い
る
こ
と
、
巻

一
巻
頭

・
巻
二
十
巻
軸
と
い
う
極
め
て
重
要
な
位
置
に

配
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
極
め
て
高
く
、
こ
れ
に
よ

っ
て
、
新
葉
集
は

後
村
上
に
対
す
る
追
慕
と
顕
彰
の
集
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
よ

う
な
新
葉
集
に
お
い
て
、
頼
意
は
ま
さ
に
後
村
上
に
対
す
る
追
慕

・
顕

彰
を
体
現
す
る
役
割
を
担

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
に
よ
り
、
頼
意
な
る
人
物
が
新
葉
集
に
お
い
て
、
ま
た
南
朝
に

お
い
て
、
極
め
て
重
要
な
存
在
で
あ

っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
頼
意
の
事
績
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。
古
く

西
田
張
男
氏
は
頼
意
と
度
会
家
行
と
の
神
道
説
を
め
ぐ
る
交
渉
に
つ
い

な
姉

『
じ
孵
鰤

。 意
抑
噸
縣
名 ‐こ
事 っ
ぃ
」

『
も
櫛
癬
大 ‐こ
碗
崚
「
動
な
い
協
い
Ｆ
は

記
述
の
動
に
は
、
小
木
喬
氏
に
よ
る
、
主
に
新
葉
集
を
資
料
と
し
た
簡

略
な
伝
記
を
見
る
に
と
ど
ま
る
。
ま
た
、
南
朝
参
仕
の
僧
侶
に
つ
い
て

は
森
茂
暁
氏
に
よ
り
概
観
的
に
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
頼
意
に
つ
い
て

は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
以
下
に
は
、
管
見
に
触

れ
た
史
料
に
よ
り
、
頼
意
の
事
績
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
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二
、
生
年

・
出
自

。
法
流

頼
意
の
生
年
は
、
小
木
氏
の
指
摘
の
通
り
、
天
授
元

（
〓
二
七
五
）

年
の

『南
朝
五
百
番
歌
合
』
に
、

（八
十
七
番
）
右
　
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一則
大
僧
正
頼
意

な
れ
き

つ
る
八
十
の
春
も
あ
は
れ
し
れ
三
代
の
音
の
花
の
面
か
げ

貧

七
四
）

と
あ
り
、
永
仁
四

（
〓
一九
二〇

年
頃
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

出
自
に
つ
い
て
、
小
木
氏
は
中
関
白
道
隆
の
子

。
隆
家
の
孫
の
頼
意

を
比
定
し
、
『鎌
倉

。
室
町
人
名
事
典
』
は
鷹
司
中
納
言
頼
平
の
子
の

頼
意
か
、
と
す
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

『
尊
卑
分
脈
』
に
よ
る
比
定

と
思
わ
れ
る
が
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
寛
徳
元

（
一
〇
四
四
）
年
に
没

し
た
隆
家

（
平
安
時
代
史
事
典
し

の
孫
が
南
北
朝
期
に
生
存
し
て
い
る

と
は
考
え
ら
れ
ず
、
ま
た
、
後
者
に
つ
い
て
も
、
頼
平
の
没
年
は
寛
喜

一
一
貧

二
三
〇
）
年
で
あ
り

（『公
卿
補
任
し
、
頼
意
の
生
年
を
は
る
か

に
遡
る
。
よ
っ
て
、
以
上
の
二
説
の
比
定
は
年
代
的
に
該
当
し
な
い
。

一
方
、
『伝
灯
広
録
』
翁
続
真
一一三
ホ
全
書
』
第
二
一こ

が
、
頼
意
に
つ

い
て

「藤
給
仕
俊
基
之
子
也
」
と
す
る
の
は
、
元
弘
の
乱
に
際
し
て
鎌

倉
方
に
処
刑
さ
れ
た
日
野
俊
基
の
子
を
当
て
て
い
る
と
思
わ
れ
、
『南

山
巡
狩
録
』
の
付
篇

。
「南
山
遺
草
」
が
頼
意
に
つ
い
て
、
「
日
野
家
の

流
な
る
ゆ
へ
に
日
野
頼
意
と
も
い
へ
り
」
と
す
る
の
と
と
も
に
、
『
太

平
記
』
の

「
日
野
僧
正
頼
意
」
と
い
う
呼
称
を
根
拠
と
す
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。
し
か
し
、
『
伝
灯
広
録
』
の
説
に
つ
い
て
は
資
料
的
裏
付
け

を
得
ず
、
ま
た
、
『
南
山
巡
狩
録
』
の
説
に
つ
い
て
は
、
『系
図
纂
要
』

の
日
野
流
系
図

（藤
原
氏

一
七

。
日
野
）
に

「頼
意
」
の
名
が
見
え
、

「於
南
朝
任
僧
正
」
と
注
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
系
図
に
つ
い
て

は
、
頼
意
の
父
と
さ
れ
る
快
玄
が
応
永
二
十
九

（
一
四

〓
し
年
に
九

十
七
歳
で
没
と
さ
れ
、
そ
の
生
年
は
頼
意
の
生
年
を
下
る
こ
と
な
ど
、

不
審
な
点
が
多
く
、
信
を
お
け
な
い
。
以
上
、
出
自
は
未
詳
で
あ
』
。

法
流
に
つ
い
て
は
、
観
智
院
金
剛
蔵
本

『
真
言
付
法
血
詠
仁
和
寺
』

に
左
の
よ
う
に
あ
り
、
性
円
法
親
王
の
弟
子
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

道意上田］嶼

鬱
―
重
ｈ

性
円
は
後
宇
多
の
皇
子
で
後
醍
醐
の
同
母
弟
。
大
覚
寺
法
流
を
創
始
孔

た
後
宇
多
の
伝
法
灌
頂
を
受
け
、
大
覚
寺
門
主
を
継
い
だ
人
物
で
あ
る
。

一
方
、
西
田
氏
は

『
野
沢
血
脈
集
』
翁
真
一一三
ホ
全
圭
こ

第
二
九
）
の
花

蔵
院
流
に

「或
記
」
と
し
て
挙
が
る
血
脈
に
道
意
の
弟
子
と
し
て
見
え

る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
お
り

（血
脈
は
次
頁
些
不
す
）、
ま
た
、
『
仁
和

寺
諸
院
家
記
』
（恵
山
書
写
本
）
の

「護
持
院
」
項
に
は
、
「頼
意
僧
正

寛
尊
深
守
尊
守
頼
意
定
尊
顕
円



道
意
僧
正
重
受
資
、
東
寺
長
者
醍
醐
座
主
」
と
見
え
る
こ
と
か
ら
、
道

意
か
ら
も
付
法
を
受
け
、
仁
和
寺
の
院
家
で
あ
る
護
持
院
に
住
し
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

道
意
は
西
園
寺
実
兼
の
子
。
高
山
寺
の
弁
恵
の
付
法
に
列
し
、
さ
ら
に

後
宇
多
院
か
ら
も
伝
法
灌
頂
を
受
け
た
。
仁
和
寺
勝
宝
院
に
住
し
、
後

醍
醐
の
治
世
に
東
寺

一
長
者

・
護
持
僧
を
歴
任
し
た
人
物
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
頼
意
の
師
両
人
が
後
宇
多
の
高
弟
で
あ

っ
た
こ
と

に
は
注
意
さ
れ
る
。
後
宇
多
の
大
覚
寺
法
流
創
始
は
、
持
明
院
統
に
独

占
さ
れ
て
い
た
仁
和
寺
御
室
の
地
位
に
対
抗
す
る
意
図
を
も

つ
も
の
で

あ

っ
た
と
さ
れ
る
と
お
り
、
持
明
院

。
大
覚
寺
両
統
の
対
立
を
背
景
に

も

つ
も
の
で
あ

っ
た
。
南
北
朝
分
立
の
淵
源
が
両
統
迭
立
に
あ
る
の
は

言
う
ま
で
も
な
く
、
頼
意
が
大
覚
寺
法
流
の
伝
持
者
で
あ
る
こ
と
は
、

後
に
頼
意
が
南
朝
で
重
用
さ
れ
る
に
際
し
て
、
大
き
な
意
味
を
持

っ
て

い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

三
、
建
武
期
ま
で

南
北
朝
分
立
以
前
、
頼
意
は
、
後
醍
醐
の
治
世
に
東
寺

一
長
者
と
し

て
重
用
さ
れ
た
師

・
道
意
の
下
で
地
歩
を
築
い
て
お
り
、
『
東
寺
長
者

補
任
』
の

一
長
者
道
意
に
関
す
る
記
事
に
は
、
数
度
に
亘

っ
て
頼
意
の

名
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
こ
の
記
事
に
基
づ
き

つ
つ
、
建
武
期
ま
で
の
事
績
に
つ
い
て
述
べ
る
。

道
意
が
初
め
て
東
寺

一
長
者
に
就
任
し
た
の
は
嘉
暦
元

（
〓
壬
工
○

年
二
月
九
日
。
二
月
七
日
に
は
東
寺
所
司
の
初
参
が
行
わ
れ
た
。
頼
意

は
役
人
と
し
て
こ
れ
に
参
加
し
、
饗
料
と
し
て
代
銭
を
下
さ
れ
て
い
る
。

阿
閣
梨
位
で
あ
る
。
同
年
八
月
二
十
九
日
、
道
意
は

一
長
者
を
辞
す
。

続
い
て
元
徳
二

（
〓
壬
二
〇
）
年
十
二
月
、
道
意
は

一
長
者
に
再
任
、

頼
意
は
道
意
の
下
で
東
寺
凡
僧
別
当
に
な

っ
て
い
る
。
僧
都
で
あ
る
。

な
お
、
凡
僧
別
当
に
は
寺
務

（
一
長
者
）
の
進
止
に
よ

っ
て
そ
の
門
弟

が
任
ぜ
ら
れ
る
の
が
通
例
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
職
掌
は
、
寺
務
の
下

部
機
関
と
し
て
の
東
寺

一
寺
の
統
括
者
で
あ
り
、
寺
務
と
寺
僧
と
の
連

絡
調
整
に
あ
た
る
も
の
で
あ

っ
た
と
さ
れ
る
。

翌
元
弘
元
年
、
元
弘
の
乱
に
よ
り
後
醍
醐
は
廃
さ
れ
、
翌
二
年
正
月
、

道
意
に
替

っ
て

一
長
者
に
益
守
が
任
ぜ
ら
れ
る
と
、
頼
意
も
凡
僧
別
当

を
退
く
。
し
か
し
、
同
三
年
五
月
に
は
六
波
羅

・
鎌
倉
が
相
次
い
で
陥

落
、
後
醍
醐
が
皇
位
に
復
す
る
と
と
も
に
道
意
は
東
寺

一
長
者
に
復
任

し
、
頼
意
も
凡
僧
別
当
に
復
し
て
い
る
。

頼
意
が
初
め
て
後
醍
醐
と
の
接
点
を
見
せ
る
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。

新
葉
集
の
左
の
詠
に
よ
り
、
六
月
に
入
京
し
て
東
寺
に
入

っ
た
後
醍
醐

を
迎
え
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

元
弘
三
年
六
月
、
後
醍
醐
天
皇
隠
岐
国
よ
り
還
幸
の
次
に
、

勅
願
に
よ
り
て
ま
づ
東
寺

へ
行
幸
あ
り
け
る
時
、
松
子
坊
に
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て
こ
の
松
の
事
な
ど
御
尋
あ
り
け
れ
ば
、
事
の
よ
し
奏
し
侍

け
る
程
、
松
か
ぜ
す
ゞ
し
く
吹
け
れ
ば
、
思

つ
ゞ
け
ゝ
る

前
大
僧
正
頼
意

う
へ
を
き
じ
昔
や
か
ね
て
契
け
ん
け
ふ
の
み
ゆ
き
を
松
か
ぜ
の
こ

ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（雑
中

。
一
一
四
九
）

な
お
、
小
木
氏
は

「建
武
元
年
、
こ
の
行
幸
の
賞
と
し
て
、
法
印
に
叙

さ
れ
て
い
る
」
と
す
る
が
、
頼
意
が
法
印
に
叙
さ
れ
た
の
は
、
翌
年
の

東
寺
塔
供
養
の
行
幸
の
賞
と
し
て
で
あ
る
。

翌
四

（
〓
壬
一一四
）
年
は
改
元
に
よ
り
建
武
元
年
と
な
る
。
正
月
に

は
毎
年
恒
例
の
後
七
日
御
修
法
が
行
わ
れ
た
。
玉
体
安
穏
と
鎮
護
国
家

を
祈

っ
て
行
わ
れ
る
こ
の
御
修
法
は
、
東
寺
長
者
が
阿
閣
梨
を
勤
め
る

も
の
で
、
こ
の
年
は
道
意
が
阿
閣
梨
を
勤
め
た
。
頼
意
は
伴
僧
と
し
て

初
め
て
参
加
し
、
五
大
尊
供
を
担
当
し
て
い
る
。
権
大
僧
都
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
年
に
は
、
後
醍
醐
の
行
幸
を
得
て
、
石
清
水
護
国
寺
供

養

（九
月
二
十
二
日
）
ｏ
東
寺
塔
供
養

（同
二
十
四
日
）
が
挙
行
さ
れ
た
。

阿
閣
梨
は
い
ず
れ
も
道
意
が
勤
め
、
頼
意
は
道
意
の
も
と
、
行
事
の
手

配
に
つ
い
て
道
意
の
御
教
書
を
奉
行
す
る
な
ど
事
務
方
面
に
従
事
、
当

日
は
持
金
剛
衆
と
し
て
修
法
の
人
数
に
加
わ

っ
て
お
り
、
十
二
月
二
十

六
日
に
は
、
東
寺
行
幸
の
賞
と
し
て
法
印
に
叙
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

十
二
月
二
十
日
に
は
、
道
意
に
替
わ

っ
て
益
守
が
東
寺

一
長
者
に
任
ぜ

ら
れ
、
頼
意
も
凡
僧
別
当
を
退
い
て
い
る
。

翌
建
武
二
年
二
月
に
は
、
後
醍
醐
の
中
宮

。
新
室
町
院
殉
子
の
御
産

の
御
祈
が
諸
寺
を
挙
げ
て
行
わ
れ
た
。
常
磐
井
殿
で
は
性
円
を
阿
閣
梨

と
し
て
孔
雀
経
法
が
修
さ
れ
、
頼
意
は
伴
僧
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

次
い
で
十
月
十
二
日
に
は
、
後
醍
醐
の
皇
女

・
宣
政
門
院
の
令
旨
に

よ
り
、
同
門
院
の
母

。
後
京
極
院
の
三
回
忌
の
結
縁
灌
頂
が
行
わ
れ
た
。

阿
閣
梨
は
後
京
極
院
の
兄
弟
で
も
あ
る
道
意
が
勤
め
、
頼
意
は
布
施
の

手
配
な
ど
の
事
務
に
従
事
す
る
と
と
も
に
、
当
日
は
持
金
剛
衆
と
し
て

含
香
と
濯
水
と
を
兼
行
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
建
武
期
以
前
、
頼
意
は
後
醍
醐
の
治
世
下
に
東
寺

一
長
者
と
な

っ
た
師

。
道
意
の
弟
子
と
し
て
活
動
、
凡
僧
別
当
を
勤
め
、

僧
位
は
法
印
に
至

っ
て
い
る
。
建
武
期
に
は
後
醍
醐
の
周
辺
の
仏
事
に

多
く
参
加
し
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
後
醍
醐
の
親
近
者
と
の
関
係
を
深

め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
頼
意
が
後
に
南
朝
に
参
仕
し
、
重
要
な
地
位
に

上
る
下
地
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
正
平

一
統
ま
で

延
元
元

（
〓
壬
量
〇

年
の
後
醍
醐
の
吉
野
遷
幸
は
、
頼
意
の
人
生

に
お
け
る
決
定
的
な
転
換
点
と
な

っ
た
。
こ
の
時
、
道
意
は
京
都
に
留

ま

っ
た
が
、
性
円
は
後
醍
醐
を
追

っ
て
吉
野
に
下

っ
て
お
り
、
先
述
の

新
葉
集
入
集
歌

《
ａ
》
か
ら
は
、
頼
意
も
延
元
三
年
に
は
南
朝
に
参
し

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
頼
意
の
南
朝
参
仕
も
、
後
醍
醐
の
吉
野
潜

幸
後
、
間
も
な
い
時
期
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
延
元
四
年
に
は
後
村
上
の

立
坊
を
祝
し
て
詠
歌

（新
葉
集
入
集
歌

《ｂ
》
、
同
年
八
月
十
六
日
に
は

後
醍
醐
が
崩
御
、
後
村
上
の
治
世
と
な
る
。

後
村
上
の
治
世
に
入

っ
て
最
初
の
事
績
は
、
西
国
経
略
に
下

っ
た
後



劃
諷

踵
び

ｒ
螺

喫

騰

笥

野

％

騰

評

響

工

榊

す
べ
き
旨
、
親
王
の
た
め
の
祈
薦
に
忠
節
を
致
す
旨
を
述
べ
た
上
、
親

王
の
後
醍
醐
天
皇
御
陵
の
造
営
料
所
寄
進
を
賛
す
る
も
の
で
、
延
元
五

盆
（国
元

・
〓

一四
〇
）
年
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

次
い
で
興
国
四
年
正
月
、
大
覚
寺
宮
性
円
は

「
護
持
院
法
印
」
（＝

蜘
炉

犠

せ て
が

爾

賛

年

磋

尚

調

諾

動
鍵

雉

さ
れ
る
同
庄
に
つ
い
て
の

「大
覚
寺
宮
」
性
円
の
令
旨
は
、
南
朝
の
同

庄
支
配
に
正
当
性
を
与
え
る
も
の
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
地
頭
職
に
関
し
、

頼
意
が
ど
れ
ほ
ど
主
体
的
役
割
を
担

っ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

ま
た
、
頼
意
が
度
会
家
行
か
ら
神
道
説
を
伝
受
し
た
と
さ
れ
る
の
も

こ
の
頃
で
あ
る
。
伊
藤
聡
氏
は
、
『大
日
本
国
開
聞
本
縁
神
祗
秘
文
』

の
抜
書
で
あ
る
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵

・
正
祐
寺
寄
託

『大
日
本
国
開

闘
本
縁
神
祗
秘
抄
』
（以
下
、
『開
開
秘
抄
』
と
略
す
。
近
世
末
写
）
に
、

「貞
和
三
年

（
〓
一一四
七
）
に
度
会
家
行
か
ら
、
東
寺
長
者
頼
意
に
伝
授

し
た
旨
の
識
語
が
見
え
」
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
識
語
は
次
の
通
り
。

剛
躊
精
‰
悧
雌
鋤
授
二
給
太
神
宮
御
師
神
主

干
時
貞
和
三
年
丁
亥
八
月
依
慇
懃
御
所
望

奉
相
侍
之

豊
受
太
神
祢
宜
度
會
朝
臣
家
行

東
寺
長
者
法
務
大
僧
正
頼
意

堅
喩
示
之

明
徳
二
年
辛
未
七
月
四
日快
祐

一
方
、
西
田
長
男
氏
は
、
「京
都
大
学
図
書
館
所
蔵
の
菊
亭
家
寄
託

本
神
道
大
意
要
文
井
両
部
説
写
本
一
冊
に
収
む
る
天
照
太
神
儀
軌
と
鈴
鹿

太
郎
氏
所
蔵

の
天
照
太
神
侃
写
本
一
冊
と
」
の

「両
本
共

に
巻
末

に

「東
寺
長
者
法
務
前
大
僧
正
頼
意
堅
喩
示
之
・神
主
家
行
在
判
堅
喩
源
慶

頼
弘
示
之

こ

と
、
之
が
伝
来
の
記
事
を
止
め
て
ゐ
る
」
こ
と
を
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
菊
亭
家
本
に
よ
っ
て
見
る
と
、
こ
の
記
事
は
西
田
氏
の

引
用
の
如
く
改
行
な
く
連
続
し
て
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
家
行
と

頼
意
と
の
関
係
を
読
み
取
る
の
は
困
難
だ
が
、
西
田
氏
は
こ
の
記
事
に

見
え
る
相
承
関
係
を
左
の
系
譜
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
た
上
、
頼
意
と
家

行
の
関
係
は

「頼
意
か
ら
家
行
に
伝

へ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
が
、
神

職
が
そ
の
身
分
の
ま
ま
で
仏
家
の
血
脈
を
継
ぐ
こ
と
は
あ
り
得
な
い
に

よ
り
、
師
資
相
承
と
い
つ
た
こ
と
で
な
く
、
い
は
ば
道
友
或
は
学
友
の

関
係
に
あ

つ
た
の
か
と
推
測
さ
れ
る
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

紳
稀
□
―
堅
喩
―
源
慶
―
頼
弘

西
田
氏
の
よ
う
に
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
頼
意
と
家
行
の
関
係
は
、
上

記
の

『
開
聞
秘
抄
』
の
識
語
に
見
え
る
そ
れ
と
は
異
な
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
以
下
の
理
由
に
よ
り
、
頼
意
と
家
行
と
の
関
係
は
、
『
開
闘

秘
抄
』
の
識
語
か
ら
知
ら
れ
る
も
の
と
同

一
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

そ
の
根
拠
は
次
の
通
り
で
あ
る
。



菊
亭
家
本

「
天
照
太
神
儀
軌
」
は
、
神
道
に
関
す
る
様
々
な
説
に
つ

い
て
、
項
目
を
分
か

っ
て
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
西
田

氏
の
引
用
さ
れ
る
伝
授
記
事
は
、
伝
授
記
事
の
直
前
に

一
ツ
書
で
記
さ

れ
る
項
目

（以
下
、
項
目
Ｘ
と
す
る
）
の
本
文
と
連
続
し
て
改
行
を
経
ず

に
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
こ
の
伝
授
記
事
の
後
に
は
、
改
行
を
挟
ん

で
さ
ら
に
二
行
分
の
本
文
が
続
く
。
よ
っ
て
、
こ
の
伝
授
記
事
は
項
目

Ｘ
に
つ
い
て
の
も
の
と
考
え
得
る
。
そ
し
て
、
項
目
Ｘ
の
内
容
は
、
高

野
大
師
が
御
師
河
継
に
授
け
た
と
さ
れ
る
秘
文
で
あ
り
、
そ
の
本
文
は
、

『
開
聞
秘
抄
』
の
識
語
の
直
前
に
記
さ
れ
る
本
文
と
ほ
と
ん
ど
同

一
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
菊
亭
家
本
の
伝
授
記
事
が
対
象
と
す
る
伝
授
内
容
は
、

『
開
闘
秘
抄
』
の
識
語
が
対
象
と
す
る
伝
授
と
同

一
の
も
の
と
考
え
ら

れ
、
と
す
る
な
ら
ば
、
頼
意
と
家
行
と
の
関
係
も
、
『
開
闘
秘
抄
』
の

識
語
に
見
え
る
そ
れ
と
同

一
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
他
、
以
下
の
高
野
山
夏
衆
に
宛
て
た
奉
書
二
点
は
、
年
付

を
欠
く
も
の
の
、
「
護
持
院
法
印
」
の
意
を
奉
ず
る
も
の

（い
ず
れ
も
奉

者
は
源
快
）
で
あ
り
、
頼
意
は
正
平
六
年

に
は
僧
正
と
し
て
見
え
る

（後
述
）
の
で
、
こ
の
二
点
は
正
平
六
年
以
前
に
頼
意
が
発
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
第

一
は
、
四
月
二
十
二
日
付
で
、
紀
伊
路
を
差
し
塞

ぎ
凶
徒
等
を
退
治
す
べ
き
旨
の
綸
旨
を
伝
え
る
も
の
、
第
二
は
八
月
二

十

一
日
付
で
、
綸
旨
を
示
し
て
軍
忠
を
賞
す
る
も
の
で
あ
る
。
傍
証
と

な
る
史
料
が
少
な
く
、
こ
の
文
書
の
年
次
を
確
定
す
る
の
は
困
難
だ
が
、

貞
和
四

（正
平
三
・
〓
一一四
八
）
年
に
は
、
武
家
方
が
足
利
直
冬
を
大
将

と
し
て
紀
州
攻
略
戦
を
展
開
、
南
北
両
軍
は
激
戦
を
交
わ
し
て
い
る
。

右
の
文
書
二
点
は
こ
の
合
戦
に
関
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
後
、
武
家
方
で
は
、
尊
氏
の
執
事

。
高
師
直
と
、
尊
氏
の
弟

・

直
義
の
対
立
が
激
化
、
観
応
の
擾
乱
と
な
る
。
こ
の
時
期
に
は
南
北
和

融
の
交
渉
も
持
た
れ
、
武
家
方
の
内
紛
が
小
康
状
態
と
な

っ
た
観
応
二

（正
平
六

・
〓
一一五

こ

年
二
月
二
十
日
、
醍
醐
寺
清
浄
光
院
房
玄
法
印

が
南
朝
の
賀
名
生
行
宮
に
参
着
、
四
月

一
日
に
は

「
護
持
院
」
（
＝
頼

ユう

に
、
翌
日
に
は
北
畠
親
房
に
対
面
、
四
日
に
は
後
村
上
に
謁
し
て

い
る

（『観
応
二
年
日
次
記
』
（続
群
書
類
従
第
二
十
九
輯
下
し
。
但
し
、
当

時
の
頼
意
の
身
分
は
不
明
。

同
年
十
月
に
尊
氏
が
南
朝
に
帰
参
し
、
こ
の
機
に
乗
じ
て
南
朝
が
京

都
を
占
領
、
頼
意
が
東
寺
長
者
と
な

っ
た
こ
と
は
、
『太
平
記
』
の
記

事
に
よ

っ
て
本
稿
冒
頭
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
『東
寺
長
者
補
任
』

に
は
、
二
長
者
と
し
て

「僧
正
頼
意
」
の
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

以
前
に
僧
正
に
な

っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

南
北
朝
分
立
以
降
、
正
平

一
統
に
至

っ
て
僧
正

。
東
寺
長
者
と
し
て

名
を
見
せ
る
ま
で
の
事
績
は
、
以
上
の
よ
う
に
断
片
的
な
資
料
に
よ

っ

て
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
南
朝
に
参
仕
し
て
幅
広
く
活
動
し
て
い
る

よ
う
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
地
位

。
役
割
に
あ

っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

五
、
南
朝
東
寺
長
者
と
し
て

正
平
の

一
統
は
四
ヶ
月
と
も
た
ず
、
翌
七
年
二
月
に
は
足
利
義
詮
軍

が
京
都
を
奪
還
、
南
朝
は
京
都
を
失
陥
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
後
も
南

朝
は
武
家
方
の
内
紛
に
乗
じ
、
数
度
に
亘

っ
て
京
都
を
占
領
す
る
こ
と
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に
な
り
、
『東
寺
長
者
補
任
』
は
そ
の
度
に
南
朝
方
の
東
寺
長
者
と
し
　
　
る

（凡
僧
別
当
は
仲
尊
法
印
）。
た
だ
し
、
二
十
七
日
に
は
早
く
も
京
都

て
頼
意
の
名
を
記
し
て
い
る
。
ま
ず
は
こ
の
記
事
に
つ
い
て
み
た
い
。
　
　
を
失
陥
。
こ
れ
以
後
、
南
朝
は
京
都
占
領

の
機
会
を
永
久
に
失

い
、

正
平
八

（
一
二
五
一こ

年
六
月
、
南
朝
は
京
都
を
占
領
。　
一
長
者
は

　

『東
寺
長
者
補
任
』
に
も
南
朝
の
東
寺
長
者
の
名
は
見
え
な
く
な
る
。

道
意
、
頼
意
は
二
長
者
で
あ
る
。
七
月
に
は
再
び
京
都
失
陥
。
　
　
　
　
　
　
こ
の
後
、
頼
意
が
東
寺
長
者
で
あ

っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
も
の
は
、

次
い
で
、
同
十
年
正
月
に
も
南
朝
は
京
都
を
占
領
、
こ
こ
に
至
り
、
　
　
「弘
法
大
師
筆
十
誦
律
奉
納
記
文
」
（大
日
本
古
文
書

コ
局
野
山
文
圭
昌

続

頼
意
は

一
長
者
と
し
て
初
め
て
名
を
見
せ
る

（凡
僧
別
当
は
禎
恵
僧
都
）。　
　
宝
簡
集
二
一
〇
）
に
、
頼
意
が
正
平
二
十

（
一
一三
ハ
五
）
年
現
在
の

「東

繁

靴

攣

暮

筆

脚

髯

¨
彎

爬

」
趙

霙

（ て観

罐

亭

（ 。
一賽

年

の

「
法
務
前
大
僧
正
」
と
し
て
頼
意

の
名
が
見
え
、
東
寺

一
長
者
は

の
東
寺

一
長
者

で
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
二
月
、
京
都
失
陥
。
　
　
　
　
法
務

に
任
ぜ
ら
れ
る
の
が
通
例

で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
建
徳
三
年
ま
で

降

っ
て
正
平
十
六

（
〓
壬
全

）
年

に
は
、
有
力
大
名

・
細
川
清
氏

　

頼
意
が
東
寺

一
長
者

で
あ

っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

が
武
家
方
内
部

の
抗
争
を
原
因
に
南
朝
に
降
り
、
勢

い
を
得
た
南
朝
は
　
　
　
右

の
時
期

に

つ
い
て
は
、
頼
意
が
受
給

。
発
給
し
た
文
書
が
多
く

十
二
月
八
日
に
京
都
を
占
領
、　
一
長
者

。
頼
意
は
大
僧
正
と
な

っ
て
い
　
　
残

っ
て
い
る
。

こ
れ
を
表

に
示
し
、
役
務

の
内
容
を
窺

っ
て
み
た
い
。

〔凡
例
〕

・
年
付
に
つ
い
て
、
異
筆
に
よ
る
補
記
、
及
び
案
文
に
傍
記
さ
れ
る
年
付
は
、
「　
」
に
よ
り
示
し
、
年
付
が
な
い
も
の
は
左
に
示
す
典
拠
の
推
定
に
従
い
、
年
次

を

〔　
〕
に
よ
り
示
す
。
な
お
、
受
給
文
書
⑭
に
つ
い
て
は
、
頼
意
が
大
僧
正
を
号
す
る
最
後
の
例
は
正
平
十
七
年
で
、
翌
年
に
は

「前
大
僧
正
」
と
号
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
正
平
十
七
年
以
降
の
も
の
と
推
定
し
た
。

・
文
書
名
と
号
数
は
左
に
示
す
典
拠
に
よ
る
。
『東
寺
百
合
文
書
』
の
文
書
名
は
、
『東
寺
百
合
文
書
目
録
』
に
よ
る
。

・
宛
所
と
差
出
人

・
奉
者
の
人
名
に
つ
い
て
は
、
文
書
の
文
言
か
ら
知
ら
れ
る
も
の
は

〔　
〕
に
よ
り
示
し
、
そ
れ
以
外
は
左
の
典
拠
の
比
定
を

（　
）
に
よ
り
示

す
。

・
典
拠
の
略
号
は
次
の
通
り
。

「宝
」
↓

『高
野
山
文
書

宝
簡
集
』

…
大
日
本
古
文
書
家
わ
け

『高
野
山
文
書
之

一
』
／
「学
」
↓

『高
野
山
文
書
第
六
巻

旧
学
侶
方

一
派
文
書
』
／
「行
」
↓

『高
野
山
文
書
第
七
巻

旧
行
人
方

一
派
文
書
』
／
「東
」
…

『東
寺
文
書
』
↓
上
島
有
編

『東
寺
文
書
衆
英
』
／
「
百
セ
」
…

『東
寺
百
合
文
書
』
セ
函
↓
京
都
府
立

総
合
資
料
館
編
写
真
帳
／
「百
離
」
…

『東
寺
百
合
文
書
』
せ
函
占

朝
文
書
↓
京
都
府
立
総
合
資
料
館
編
写
真
帳
／
「観
」
…

『観
心
寺
文
書
』
↓

『
河
内
長
野

市
史
第
四
巻

史
料
編

一
』
／
「金
」
…

『金
剛
寺
文
書
』
↓

『
河
内
長
野
市
史
第
五
巻

史
料
編
二
』
／
「勝
」
…

『勝
尾
寺
文
書
』
↓

『箕
面
市
史

史
料
編
二
』
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【表
１
】
受
給
文
書

正
平
１３
・８
・
１１

―
‐
‐
コ
厠
輸
ヨ
じ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，

勘
解
由
次
官
（花
押
）

東
寺
長
者
僧
正

正
平
９
・２
●２‐

後
村
上
天
皇
綸
旨

勘
解
由
次
官
（花
押
）

東
寺
長
者
僧
正

正
平
１２
・６
・７

後
村
上
天
皇
綸
旨

左
少
弁
（花
押
）

東
寺
長
者
僧
正

観
心
寺
本
願
実
恵
僧
都
に
僧
正
を
追
贈
す
。

〔正
平
１２
Ｖ
６
・７

中
御
門
光
任
添
状

護
持
院
僧
正

②
の
綸
旨
に
添
え
、
勅
許
の
相
違
な
き
こ
と
を
示
す
。

正
平
１５
・正
。１８

後
村
上
天
皇
綸
旨

権
右
中
弁
（花
押
）

編晰柚
Ⅷ
征
騰
締
軌
薩̈ビ
』
は̈
建
武
の勅
裁
に任
せ
て管
領

観
心
寺
の
申
請
に
任
せ
、
権
少
僧
都
・法
眼
各

一
人
を
寄
せ
置

高
野
山
大
門
造
営
料
所
と
し
て
、
紀
伊
国
大
野
庄
兵
士
米
を
寄

附
す
。

観
心
寺
本
堂
井
に
鎮
守
社
壇
に
東
寺
仏
舎
利
六
粒
を
奉
納
す
。

禁
裏
本
尊
愛
染
王
像
を
観
心
寺
内
陣
に
安
置
し
、
永
代
御
願
を

専
ら
に
せ
し
む
。

後
村
上
天
皇
綸
旨

正
平
１３
・９
●２７

後
村
上
天
皇
綸
旨

‐

‐

‐

．
〔

級

ヨ

〕

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

，

勘
解
由
次
官
（花
押
）

東
寺
長
者
僧
正

観
心
寺
の
申
請
に
任
せ
、　
一
臓
僧
を
法
印
た
ら
し
む
。

正
平
１４
・‐０
・２３

後
村
上
天
皇
綸
旨

―
　
一―「
和
輸
０
１
‐

権
右
中
弁

〔正
平
１５
Ｖ
正
。１３

後
村
上
天
皇
綸
旨

正
平
１５
。
２
・
５

後
村
上
天
皇
綸
旨

少
納
言
信
実

護
持
院
僧
正

‐こ寂滞
硼
齢
探
望
弛
岬
軋
哩
霊
峰
弊しをほ
鳴
て
，これ
を
褒
し、
更

正
平
１５
・４
●１

後
村
上
天
皇
綸
旨

勘
解
由
次
官
経
高

東
寺
長
者
僧
正

正
平
１５
。４
●８

後
村
上
天
皇
綸
旨

修
理
亮
菅
時
長

東
寺
長
者
僧
正

観
心
寺
内
陣
に
永
代
勅
願
と
し
て
常
灯
を
置
き
、
料
所
と
し
て

‐
‐
〔
柏
「
リ

東
寺
境
内
に
お
け
る
官
軍
甲
乙
人
等
の
濫
妨
を
停
止
す
。

丹
波
国
篠
村
新
八
幡
宮
を
東
寺
鎮
守
八
幡
宮
に
附
し
て
東
寺
の

正
平
１６
・■
・２２

後
村
上
天
皇
綸
旨

左
少
弁
（花
押
）

長
者
大
僧
正

正
平
１７
・５
ｏ２８

後
村
上
天
皇
綸
旨

左
中
将
（花
押
）

長
者
大
僧
正

管
領
と
し
、
文
武

一
統
の
聖
運
を
祈
ら
し
む
。

観 1行 1観 1観 1観 1観 1宝

―- 54 -―

1東 1東 1観 1宝 1学 1観



（正
平
１７
以
降
力
）
吉
田
守
房
奉
書

守
房
―
目
直

正
平
１８
・２
・９

後
村
上
天
皇
綸
旨

右
少
弁

〔正
平
１８
Ｖ
９
ｏ３

後
村
上
天
皇
綸
旨

左
少
弁
経
清

東
寺
長
者
前
大
僧
正

護
持
院
前
大
僧
正

東
寺
長
者
僧
正

金
剛
峯
寺
大
門
料
所
に
つ
き
、

修
造
の
た
め
、

兵
士
米
を
元
の

如
く
管
領
せ
し
む
。

謝Ⅵ糖
醐報
性幅
断
聟
¨
Ψ
辿
謂
屁
針
祗
り燃脇醐醗型軸に
つ

銘時柾妙
胡詠
藁わ盤討
論摺御成敗
を受
け、
高
野山
の当
知

諌
狩
強
酎
妹
姉
確
を‐こ
鵜
効
％
仁
王
。法
華
・最
勝
王
経
転
読
に
つ

臨
研
袖
新
御
寄
附
地
に
つ
き
、

興
行
を
致
し
、
御
願
を
全
う
せ

笏
嫁
つ
の
綸
旨
を
施
行
し
、
金
剛
峯
寺
の
勅
願
料
所
等
の
不
審
に

実
恵
へ
の
贈
号
に
つ
き
、
綸
旨
。上
卿
奉
書
の
発
遣
を
伝
え
る
。

正
平
１８
。‐２
・‐９

後
村
上
天
皇
綸
旨

左
少
弁
（花
押
）

東
寺
長
者
僧
正

後
村
上
天
皇
綸
旨

右
大
弁
（花
押
）

東
寺
長
者
前
大
僧
正

正
平
２４
・‐０
。２５

長
慶
天
皇
綸
旨

権
右
中
弁
兼
頼

東
寺
長
者
前
大
僧
正

【表
２
】
発
給
文
書

正
平
９
ｏ２
●２‐

東
寺
長
者
御
教
書

法
印
仲
尊

検
校
法
印

―
目
直

「正
平
１２
｝
４
・２‐

東
寺
長
者
挙
状
案

法
務
頼
意

蔵
人
勘
解
由
次
官

観
心
寺
三
綱
等
の
、
実
恵
へ
の
贈
号
所
望
の
事
書
を
奏
達
せ
し
む
。

「正
平
１２
■
４
●２２

東
寺
長
者
添
状
案

頼
意

蔵
人
次
官

右
件
に
つ
き
、
贈
号
先
例
及
び
実
恵
僧
都
の
転
任
の
事
な
ど
を
注

進
す
。

「正
平
１２
■
５
ｏ９

東
寺
長
者
重
挙
状
案

蔵
人
勘
解
由
次
官

桟
聴
らへ
ゎ
魏
離
鉦
奏‐こ
達っ
腱
ビ
蜘

心
寺
三
綱
の
言
上
を
示
し
、

僧
正

〔正
平
１２
Ｖ
６
・７

東
寺
長
者
頼
意
御
教
書

大
弐
法
眼

正
平
１２
・６
●７

東
寺
長
者
頼
意
御
教
書

法
印
仲
尊

観
心
寺
三
綱
住
侶

右
表
②
の
綸
旨
を
施
行
す
。

正
平
１３
・
８
ｏ
ｌ２

東
寺
長
者
頼
意
御
教
書

法
印
仲
尊

観
心
寺
々
僧

右
表
④
の
綸
旨
を
施
行
す
。

観
心
寺
々
僧

正
平
１３
・９
・２８

東
寺
長
者
頼
意
御
教
書

法
印
仲
尊

右
表
⑤
の
綸
旨
を
施
行
す
。

‐
酬

需

讐

行 1宝 1宝 1宝 1行 1東 |
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正
平
１３
・‐０
。２７

東
寺
長
者
頼
意
御
教
書

正
平
１５
・正
。１３

東
寺
長
者
頼
意
仏
舎
利

奉
納
奉
行
状

法
務
頼
意

正
平
１５
。正
。１８

東
寺
長
者
頼
意
御
教
書

正
平
１５
・４
ｏｌ

東
寺
長
者
御
教
書

正
平
１５
・４
・８

東
寺
長
者
頼
意
御
教
書

正
平
１５
・４
・１０

東
寺
長
者
頼
意
綸
旨
添

観
心
寺
々
僧

右
件
に
つ
き
、
上
卿
中
御
門
前
大
納
言
の
奉
書
を
示
す
。

右
表
⑦
の
綸
旨
に
よ
り
、
東
寺
仏
舎
利
六
粒
を
観
心
寺
に
奉
納
す
。

観
心
寺
々
僧

検
校
法
印

観
心
寺
々
僧

観
蔵
院
僧
都

金
剛
寺
の
阿
観

へ
の
権
僧
正
追
贈
の
綸
旨

（金
剛
寺
々
僧
宛
）

を

示
す
。

1状

「
正
平
１６
｝
‐０
・２６

良
賢
書
状

東
寺
長
者
御
教
書

〔正
平
１６
Ｙ
‐１
・２６

正
平
１７
・５
・２８

東
寺
長
者
法
務
御
教
書

正
平
１８
・２
●１０

東
寺
長
者
御
教
書

供
を
修
せ
し
む
。

右
表
⑬
の
綸
旨
を
施
行
す
。

右
表
⑮
の
綸
旨
を
施
行
す
。

籾
‐こ山廠
鉾
計務
擢
邸
誰
魂
猟
炉
ら学

六
条
殿

彪
好
注
設
馴
岨
帽罰
震
御
観
詠
棚
稀綸‐こ旨っ塗
Ｆ
種
柚
欲
Ю帰
躙
詫

す
。

右
表
①
の
綸
旨
を
施
行
す
。

年
預
阿
閣
梨

右
表
⑬
の
綸
旨
を
施
行
す
。

〔正
平
１８
Ｖ
‐１
・３

東
寺
長
者
御
教
書

「正
平
１８
■
‐２
・‐５

東
寺
長
者
頼
意
挙
状
案

頼
意

正
平
１８
・
・２
・２０

東
寺
長
者
法
務
御
教
書

正
平
１９
・‐２
・１

東
寺
長
者
法
務
御
教
書

（仲
尊
）

法
印
（花
押
）

良
賢

（欠
）

（仲
尊
）

法
印
（花
押
）

金 1観 1宝 1観 1観 |

勝百
セ
百
哺

1行 |

宝宝
|

観
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右
の
発
給
文
書
を
受
給
文
書
と
対
照
す
る
と
、
頼
意
の
発
給
文
書
は

天
皇

・
朝
廷
側
、
又
は
寺
家
側
の
意
を
体
し
て
両
者
を
連
絡

・
調
整
す

る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
特
に
綸
旨
を
執
行
す
る
と
い
う
形
態
の

役
務
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。　
一
方
、
頼
意
自
身
の
主
体
的
活
動
は
ほ

と
ん
ど
窺
え
な
い
。
そ
の
原
因
の

一
つ
は
、
各
文
書
群
が
寺
家
に
と

っ

て
の
価
値
に
基
づ
い
て
保
存
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
あ
ろ
う
。
綸
旨
の
関

連
文
書
は
、
そ
の
文
書
と
し
て
の
有
効
性
ゆ
え
に
多
く
伝
存
し
た
と
考

え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
限
定
を
含
む
と
は
い

え
、
こ
れ
ら
か
ら
窺
わ
れ
る
役
務
の
内
容
は
、
南
朝
の
影
響
下
に
あ
る

真
言
宗
寺
院
に
関
す
る
、
僧
位
僧
官
の
補
任
、
修
法
の
指
示

・
褒
賞
、

寺
院

へ
の
奉
納

・
寄
進
の
執
行
、
寺
領
安
堵
、
お
よ
び
寺
家
間
の
相
論

の
処
理
な
ど
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
真
言
宗
の
貫
首
と
し
て
の
東
寺

一

長
者
の
地
位
に
見
合

っ
た
役
務
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
右
の
期
間
に
、

頼
意
が
法
務
東
寺
長
者
の
地
位
に
相
当
す
る
役
務
を
担

っ
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
他
、
頼
意
の
南
朝
歌
会

へ
の
参
加
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
の
も
こ
の
時
期
か
ら
で
あ
る
。
正
平
八

（
〓
一一五
一３

年
に
は
内

裏
千
首
歌
に
、
同
二
十

（
〓
量
ハ
五
）
年
に
は
内
裏
三
百
六
十
首
歌
に

出
詠
し
て
い
る

（既
述
）。

正
平
二
十
三

（
〓
量
ハ
八
）
年
二
月
十

一
日
、
後
村
上
は
崩
御
。
長

慶
の
治
世
と
な
り
、
建
徳
元

（
三
二
七
〇
）
年
に
は
後
村
上
の
三
回
忌

の
供
養
の
導
師
と
な
り
詠
歌

（新
葉
集
入
集
歌

《
ｃ
と
。
ま
た
、
同
三
年

に
は
、
先
に
も
触
れ
た
通
り
、
薬
仙
寺
所
蔵

『
理
趣
経
』
の
奥
書
に

建
徳
二
年
八
月
十
六
日
、
相
当
後
醍
醐
天
皇
三
十
三
廻
聖
忌
書
之
、

同
三
年
二
月
八
日
、
為
長
日
転
読
、
賜
法
務
前
大
僧
正
頼
意
者
也
、

と
あ
り
、
後
醍
醐
の
二
十
三
回
忌
に
当
た
っ
て
長
慶
天
皇
が
書
写
し
た

理
趣
経
を
、
二
月
八
日
に
、
長
日
転
読
の
た
め
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
三
日
後
に
控
え
た
後
村
上
の
忌
日
に
備
え
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
な

っ
て
頼
意
は
東
寺

一
長
者

・
法
務

と
い
う
最
高
の
地
位
に
就
い
て
活
動
し
て
い
る
。
ま
た
、
後
村
上
崩
御

後
、
後
村
上
の
周
忌
供
養
の
導
師
と
な
り
、
ま
た
忌
日
に
当
た
っ
て
長

日
転
読
の
た
め
に
長
慶
寝
筆
の
理
趣
経
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
特

に
頼
意
と
後
村
上
と
の
密
接
な
関
係
を
窺
わ
せ
る
。

六
、
最
晩
年

建
徳
三
年
以
降
の
頼
意
の
地
位
や
動
向
を
知
ら
せ
る
資
料
は
少
な
い
。

天
授
元

（
〓
二
七
五
）
年
に
は
、
住
吉
社
三
百
六
十
番
歌
合
と

『
南
朝

五
百
番
歌
合
』
に
出
詠

（既
述
）、
翌
二
年
の
後
村
上
九
回
忌
に
は
宗

良
親
王

。
長
慶
天
皇
と
後
村
上
追
憶
の
歌
を
交
わ
し
て
い
る

（新
葉
集

入
集
歌

《ｄ
と

が
、
新
葉
集
の
成
立

（弘
和
元

・
〓
一一八

一
年
）
以
後
、

『
丹
生
文
書
』
の
弘
和
二

（
〓
一一八
一
し
年
間
正
月
十
八
日
付
の
御
教
書

（良
盛
奉

・
丹
姓
社
神
主
宛
）
の
発
給
者
と
し
て

「
護
持
院
前
大
僧
正
」

の
名
が
見
え
る
の
を
最
後
に
、
頼
意
の
動
向
を
知
ら
せ
る
史
料
は
見
え

な
く
な
る
。

な
備
、
弘
和
二
年
九
月
に
は
大
僧
正
教
賢
な
る
人
物
が
法
務
を
号
し

て
い
る
。
教
賢
は
、
前
掲

の
血
脈
に
道
意

の
弟
子
と
し
て
見
え
、
建
武



二
年
の
後
京
極
院
三
回
忌
結
縁
灌
頂

（既
述
）
に
も
参
加

（権
律
師
）、

南
朝
が
京
都
を
占
領
し
た
正
平
十
六
年
の

『東
寺
長
者
補
任
』
の
記
事

に
は
二
長
者

・
僧
正
と
し
て
名
が
見
え
、
「
西
林
院
」
と
注
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
以
前
、
正
平
九
年
二
月
付
の
道
意
の
書
状
に
は
、
「
西
輪

院
僧
正
」
な
る
人
物
が
道
意
か
ら
後
宇
多
院
法
流
の
今
後
を
託
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
見
え
る
が
、
こ
れ
も
教
賢
で
あ
ろ
う
。
南
北
朝
合

一
後
の

応
永
三

（
三
二
九
二〇

年
、
教
賢
の
十
三
回
忌
に
当
た

っ
て
は
、
南
朝

四
代
目
の
後
亀
山
院
自
ら
、
そ
の
追
福
の
た
め
に
宝
筐
印
陀
羅
尼
経
を

書
写
し
て
い
る
。
教
賢
も
ま
た
、
大
覚
寺
法
流
を
伝
持
し
て
南
朝
で
重

用
さ
れ
た
人
物
で
あ

っ
た
。
な
お
、
こ
れ
に
よ
り
、
教
賢
の
入
滅
が
元

中
元

（
〓
一天

四
）
年
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
後
、
弘
和
三

（
〓
一一八
一こ

年
に
長
慶
は
退
位
、
後
亀
山
の
治

世
と
な

っ
て
元
中
二

（
〓
一一八
五
）
年
に
は

「長

（
者
駄
僧
正
」
の
御
教

書
が
見
え

（『丹
生
文
書
』、
元
中
二
年
九
月
二
十

一
日
付
）、
村
田
正
志
氏

は
こ
れ
を
頼
意
の
も
の
と
比
定
さ
れ
て
い
る
が
、
頼
意
で
あ
る
な
ら
ば

「
前
大
僧
正
」
と
記
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
別
人
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、
頼
意
は
、
大
覚
寺
法
流
を
伝
持
し
て
早
く
か
ら
南

朝
に
参
仕
、
後
村
上
の
治
世
と
な

っ
て
東
寺

一
長
者
を
長
く
勤
め
た
人

物
で
あ

っ
た
。
後
村
上
に
対
す
る
追
慕

・
顕
彰
の
集
で
あ
る
と
さ
れ
る

新
葉
集
に
お
い
て
、
頼
意
の
詠
に
、
ま
さ
に
後
村
上
を
追
慕

・
顕
彰
す

る
も
の
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
第

一
節
に
述
べ
た
と
お
り
だ
が
、
以
上
の

よ
う
に
後
村
上
に
長
く
近
侍
し
た
頼
意
は
、
新
葉
集
に
と

っ
て
、
後
村

上
に
対
す
る
追
慕

・
顕
彰
を
体
現
す
る
に
最
適
の
人
物
で
あ

っ
た
と
い

え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
『南
山
巡
狩
録
』
の
付
篇

「南
山
遺
草
」
が
、

頼
意
に
つ
い
て

「
護
持
僧
に
召
れ
て
朝
恩
ふ
か
ゝ
り
し
人
」
と
す
る
の

は
興
味
深
い
。
護
持
僧
と
は

「内
裏
清
涼
殿
二
間
に
夜
居
し
、
さ
ま
ざ

ま
の
修
法
に
よ
っ
て

「聖
体
安
穏

。
宝
詐
延
長
」
を
祈
念
す
る
、
主
と

し
て
天
台

・
真
言
に
属
す
る

一
群
の
僧
侶
」
で
あ
る
。
頼
意
が
護
持
僧

で
あ

っ
た
と
す
る
こ
の
説
を
裏
付
け
る
資
料
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
管
見

に
触
れ
ず
、
頼
意
が
後
村
上
の
護
持
僧
で
あ

っ
た
か
否
か
は
不
明
と
い

う
よ
り
な
い
が
、　
一
般
に
東
寺

一
長
者
が
護
持
僧
に
任
ぜ
ら
れ
る
例
は

多
く
、
頼
意
が
後
村
上
の
護
持
僧
で
あ

っ
た
可
能
性
は
高
い
。
と
す
る

な
ら
ば
、
頼
意
の
詠
に
、
後
村
上
が
皇
位
に
至
る
ま
で
の
重
要
な
時
々

の
慶
祝
の
歌
や
、
崩
御
後
の
仏
事
に
お
け
る
追
慕
の
歌
が
見
え
る
の
は
、

護
持
僧
と
し
て
の
頼
意
の
地
位
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
い
え
よ
う
。

注（１
）
鷲
尾
順
敬
校
訂

『西
源
院
本
太
平
記
』
（刀
江
書
院
、
昭
和

一
一
年
）
に

よ

る

。

（２
）頼
意
は

『東
寺
長
者
補
任
』
の
同
年
項
に
二
長
者
と
し
て
見
え
る
が
、
醍

醐
座
主
就
任
と
仁
和
寺
諸
院
家
兼
帯
と
に
つ
い
て
は
明
証
を
得
な
い
。
な
お
、

以
下
、
『東
寺
長
者
補
任
』
は
、
特
記
し
な
い
限
り
、
湯
浅
吉
美

「東
寺
観

智
院
金
剛
蔵
本

『東
寺
長
者
補
任
』
の
翻
刻

（下
と

（『成
田
山
仏
教
研
究

所
紀
要
』
三
二
、
平
成

一
一
年
二
月
）
に
よ
る
。
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（３
）
以
下
、
新
葉
集
は
小
木
喬

『新
葉
和
歌
集
　
本
文
と
研
究
』
（笠
間
書
院
、

昭
和
五
九
年
）
に
よ
る
が
、
本
文
の
引
用
に
際
し
て
は
、
適
宜
句
点
を
補
い
、

ま
た
、
『静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
歌
学
資
料
集
成

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
』
に
よ

り
同
書
の
翻
刻
底
本

（静
嘉
堂
文
庫
蔵
松
井
本
）
を
参
照
し
、
誤
り
を
訂
し

た
部
分
が
あ
る
。

（４
）
以
下
、
『南
朝
五
百
番
歌
合
』
は
新
編
国
歌
大
観
に
よ
る
。

（５
）
『神
皇
正
統
記
』
は
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
。

（６
Ｙ
石
佐
正

「新
葉
和
歌
集

「
よ
み
人
知
ら
ず
歌
」
考
」
翁
国
文
学
致
』
二
三
、

昭
和
三
五
年
五
月
）、
伊
藤
敬

「宗
良
親
王
と
新
葉
和
歌
集
―
も
う

一
つ
の

勅
撰
和
歌
集
―
」
「
室
町
時
代
和
歌
史
論
』
（新
典
社
、
平
成

一
七
年
）
所

収
、
初
出
平
成
六
年
）
な
ど
。

（７
）
「中
世
仏
教
と
伊
勢
神
道
と
の
関
係
」
翁
神
道
史
の
研
究
　
第
二
』
（理

想
社
、
昭
和
三
二
年
と
。
以
下
、
西
田
氏
の
論
は
す
べ
て
こ
れ
に
よ
る
。

（８
）安
田
元
久
編
、
新
人
物
往
来
社
、
昭
和
六
〇
年
。
当
該
項
は
山
野
井
功
夫

氏
執
筆
。

（９
）
明
治
書
院
、
昭
和
六

一
年
。
当
該
項
は
武
井
和
人
氏
執
筆
。

（１０
）小
木
氏
著
、
前
注

（３
）
五
六
〇
～
五
六
二
頁
。
以
下
、
小
木
氏
の
論
は

全
て
こ
れ
に
よ
る
。

（Ｈ
）
森
茂
暁

『南
朝
全
史
　
大
覚
寺
統
か
ら
後
南
朝

へ
』
（講
談
社
選
書
メ
チ

エ
三
二
四
、
講
談
社
、
平
成

一
七
年
）。

（‐２
）文
化
六

（
一
八
〇
九
）
年
成
立
。
『改
定
史
籍
集
覧
』
第
四
冊
所
収
。

（‐３
）
武
内
孝
善

「東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
本

『真
言
付
法
血
脈
仁
和
寺
ヒ

（コ
同
野

山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
六
、
平
成
五
年

一
月
）。

（‐４
）
『血
脈
抄
野
沢
』
翁
続
真
言
宗
全
書
』
第
二
十
五
）、
大
覚
寺
聖
教

・
文
書

研
究
会

「大
覚
寺
聖
教
函
伝
来
文
書
」
「
古
文
書
研
究
』
四

一
。
四
二
合
併

号
、
平
成
七
年

一
二
月
、
金
井
静
香
氏
執
筆
部
分
）、
藤
井
雅
子

「後
宇
多

法
皇
と

「御
法
流
Ｌ

（『史
州
』
三
七
、
平
成
八
年

一
一
月
）、
大
田
壮

一
郎

「大
覚
寺
門
跡
と
室
町
幕
府
―
南
北
朝
～
室
町
期
を
中
心
に
―
」
「
日
本
史

研
究
』
四
四
三
、
平
成
九
年
七
月
）
に
よ
る
。

（‐５
）奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
史
料
第
３
冊

『仁
和
寺
史
料
　
寺
誌
編

（
一
通

（吉
川
弘
文
館
、
昭
和
二
九
年
）
。

（・６
）前
注

（１４
）
所
掲
に
よ
る
。

（‐７
）
横
内
裕
人

「仁
和
寺
と
大
覚
寺
―
御
流
の
継
承
と
後
宇
多
院
―
」
（阿
部

泰
郎

・
山
崎
誠
編

『守
覚
法
親
王
と
仁
和
寺
御
流
の
文
献
学
的
研
究

【論
文

編
Ｌ

（勉
誠
社
、
平
成

一
〇
年
と
。

（‐８
）前
注

（２
）
の

『東
寺
長
者
補
任
』
は
こ
の
年
の
記
事
を
欠
く
。
ま
た
、

湯
浅
吉
美

「観
智
院
に
蔵
す
る

『東
寺
長
者
補
任
』
の
異
本
に
つ
い
て
」

（
成
田
山
仏
教
研
究
所
紀
要
』
二
三
、
平
成

一
二
年
二
月
）
に
翻
刻
さ
れ
る

「東
寺
観
智
院
金
剛
蔵

一
八
八
箱
五
号
」
の

『東
寺
長
者
補
任
』
は
、
「道
意

事
」
と
し
て
こ
の
初
参
に
関
す
る
記
事
を
嘉
暦
三
年
の
項
に
続
い
て
記
し
て

い
る
が
、
続
々
群
書
類
従
本
は
同
じ
記
事
を
嘉
暦
元
年
の
項
に
配
す
る
。
記

事
の
内
容
は
嘉
暦
元
年
の
も
の
で
あ
る
。

（‐９
）
富
田
正
弘

「中
世
東
寺
の
寺
院
組
織
と
文
書
授
受
の
構
造
―
付
　
寺
僧

一

覧

・
諸
職
補
任

・
索
引
」
（京
都
府
立
総
合
資
料
館

『資
料
館
紀
要
』
八
、

昭
和
五
五
年
二
月
）。

（２０
）
『国
史
大
辞
典
』
５

（吉
川
弘
文
館
、
昭
和
六
〇
年
）
「後
七
日
御
修
法
」

項

（田
村
隆
照
氏
執
筆
）。

（２‐
）
「後
七
日
御
修
法
請
僧
交
名
井
裏
書
続
紙
」
（大
日
本
古
文
書

『東
寺
百

合
文
書
』
ろ
―
一こ
。

（２２
）
『護
国
寺
供
養
記
』
（続
群
書
類
従
第
二
十
七
輯
上
）
、
『東
寺
塔
供
養
記
』

（群
書
類
従
第
二
十
四
輯
）。

（２３
）
『大
日
本
史
料
』
建
武
二
年
正
月
二
十
八
日
条
所
掲

「御
産
御
祈
目
録
」
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な
ど
。

（２４
）
『東
寺
王
代
記
』
（続
群
書
類
従
第
二
十
九
輯
下
）、
「孔
雀
経
法
伴
僧
交

名
」
（大
日
本
古
文
書

『醍
醐
寺
文
書
』
九
九
五
）。

（２５
）
『建
武
二
年
結
縁
灌
頂
記
』
（続
群
書
類
従
第
二
十
六
輯
上
）。

（２６
）
大
田
氏
前
注

（１４
）
論
文
、
森
氏
前
掲
書

（注

（１１
と
。

（２７
）
『南
北
朝
遺
文

九
州
篇
』

一
四
五
四
。

（２８
）
『村
田
正
志
著
作
集
第
二
巻
　
続
南
北
朝
史
論
』
貧
心文
閣
出
版
、
昭
和

五
八
年
）
第
四
章
第
二
節

「南
朝
関
係
五
条
文
書
の
研
究
」、
前
注

（２７
）０

（２９
）史
料
纂
集

『
五
条
家
文
書
』

一
一
「
肥
後
国
山
本
庄
重
書
案
」。

（３０
）大
田
氏
前
注

（１４
）
論
文
。
な
お
、
性
円
は
貞
和
三

（
一
三
四
七
）
年
三

月
に
京
都
で
入
滅
し
て
お
り
、
入
滅
以
前
に
京
都
に
戻

っ
て
い
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
『師
守
記
』
貞
和
三
年
二
月
七
日
条
、
前
注

（１４
）
大
覚
寺
聖

教

・
文
書
研
究
会
論
文
、
藤
井
氏
論
文
参
照
。

（３‐
）真
福
寺
善
本
叢
刊
第
六
巻

『両
部
神
道
集
』
（臨
川
書
店
、
平
成

一
一
年
）

「解
題
」。

（３２
￥
回
野
山
大
学
図
書
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
。
な
お
、
識
語
に
は

「東
寺
長
者
法
務
大
僧
正
頼
意
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
、
頼
意

は
い
ま
だ

「東
寺
長
者
法
務
大
僧
正
」
に
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
後
人
の

補
記
で
あ
ろ
う
。

（３３
）京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
。
な
お
、
鈴
鹿
太

郎
氏
蔵
本
は
未
見
。

（３４
）
西
田
氏
は
同
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
日
本
書
紀
神
代
巻

・
麗
気
記

・
神
道

五
部
書
乃
至
八
部
書
の
う
ち
特
に
御
鎮
座
伝
記

・
神
皇
系
図

・
神
皇
実
録
等

の
文
を
引
き
、
ま
た
、
宝
志
和
尚
伝
の
ほ
と
ん
ど
全
文
を
取

っ
て
一
書
と
し

た
も
の
だ
が
、
独
自
記
事
と
思
わ
れ
る
部
分
も
な
い
で
は
な
い
、
と
さ
れ
る
。

（３５
）
弘
法
大
師
が
御
師
河
継
に

「伝
記
」
を
授
け
た
こ
と
は
、
コ
一角
柏
伝
記
』

（前
注

（３‐
）
『両
部
神
道
集
し

・
『中
臣
祓
訓
解
』
（神
道
大
系

『中
臣
祓
註

釈
し

な
ど
に
見
え
、
ま
た
、
こ
の

「秘
文
」
の
文
言
は
、
『大
日
本
国
開
聞

本
縁
神
祗
秘
文
』
（前
注

（３‐
）
『両
部
神
道
集
し

と

一
致
す
る
部
分
を
持

つ
が
、
以
上
の
諸
書
に
見
え
な
い
部
分
も
あ
る
。
こ
の

「秘
文
」
全
体
が
い

か
な
る
典
拠
に
基
づ
く
も
の
か
は
未
考
。

（３６
）
「源
快
」
の
名
は
、
貞
和
四

（正
平
三

。
一
三
四
八
）
年
二
月
に
、
高
野

山
衆
徒
が
宮
方

・
武
家
方
に
対
し
て
中
立
の
立
場
を
と
る
こ
と
を
定
め
、
北

朝
東
寺
長
者
賢
俊
か
ら
外
題
を
得
た

「金
剛
峯
寺
衆
徒

一
味
契
状
」
「
大
日

本
史
料
』
貞
和
四
年
二
月
是
月
条
所
掲
）
の
連
署
の
中
に
、
大
法
師
と
し
て

見
え
る
が
、
同

一
人
物
で
あ
る
か
は
不
明
。
な
お
右
の
史
料
に
つ
い
て
は
、

山
陰
加
春
夫

『中
世
高
野
山
史
の
研
究
』
（清
文
堂
、
平
成
九
年
）
第
二
章

「南
北
朝
内
乱
期
の
領
主
と
農
民
」
、
第
六
章

「金
剛
峯
寺
五
番
衆
に
つ
い

て
」
参
照
。

（３７
）
『高
野
山
文
書
第
七
巻
　
旧
行
人
方

一
派
文
書
』
舎
同
野
山
文
書
刊
行
会
、

昭
和

一
三
年
）
「興
山
寺
文
書
」
四
〇

「護
持
院
法
印
御
教
書
」。
な
お
、
こ

の
文
書
の
文
言
は
、
冒
同
野
春
秋
編
年
輯
録
』
（
日
野
西
真
定
編
集

『新
校
高

野
春
秋
編
年
輯
録
』
（名
著
出
版
、
昭
和
五
七
年
）
に
よ
る
）
延
文
五

（正

平
十
五

・
一
三
六
〇
）
年
四
月
条
の
、
「御
室
護
持
院
命
二
夏
衆
々
中
ヽ
令
レ

退
コ
治
国
中
凶
徒
こ

と
い
う
記
事
に
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
『太

平
記
』
（巻
二
十
四

「紀
州
龍
門
山
軍
事
」
、
「紀
州
三
度
目
合
戦
事
し

に
、

同
年
に
紀
州
に
お
い
て
大
規
模
な
合
戦
が
あ
っ
た
こ
と
が
見
え
る
こ
と
を
根

拠
と
し
て
、
こ
の
合
戦
に
こ
の
文
書
の
時
期
を
当
て
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
「護
持
院
法
印
」
頼
意
は
、
正
平
十
五
年
に
は
既
に
僧
正
に
な
っ
て
い

る
。
『高
野
春
秋
』
の
記
事
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。

（３８
）
『高
野
山
文
書
第
七
巻
　
旧
行
人
方

一
派
文
書
』
「恵
光
院
文
書
」
五
五

一
「護
持
院
法
印
御
教
書
」
。
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（３９
）
直
冬
が
紀
州
攻
略
の
総
大
将
と
し
て
左
兵
衛
佐
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
四
月

十
六
日
で
、
六
月
十
八
日
に
紀
伊
に
向
け
進
発
、
八
月
八
日

ｏ
九
日
に
は
両

軍
が
激
戦
を
交
わ
し
て
お
り

（瀬
野
精

一
郎

『足
利
直
冬
』
（人
物
叢
書
新

装
版
、
吉
川
弘
文
館
、
平
成

一
七
年
と
、
こ
の
二
件
の
文
書
の
日
付
と
ほ
ぼ

対
応
す
る
。
な
お
、
『太
平
記
』
に
こ
の
合
戦
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い

（前
注

（３７
）
参
照
）。

（４０
）
湯
浅
氏
の
翻
刻
さ
れ
る
前
注

（２
）
の
本
は
こ
の
年
の
記
事
を
欠
く
。

よ
っ
て
、
前
注

（１８
）
湯
浅
氏
論
文
に
翻
刻
さ
れ
る
、
「東
寺
観
智
院
金
剛

蔵

一
八
八
箱
二
号
」
の
東
寺
長
者
補
任
に
よ
る
。

（４‐
）
奉
者
が

「法
印
仲
尊
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
推
定
。
仲
尊
は
、
後
掲
の

【表
２
】
に
示
す
よ
う
に
、
頼
意
の
御
教
書
を
多
く
奉
行
し
て
お
り
、
頼
意

の
執
事
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
『東
寺
長
者
補
任
』
正
平
十
六

年
の
項

（後
述
）
に
は
、
頼
意
の
下
で
凡
僧
別
当
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
見

え
る
。
寺
務
の
弟
子
が
凡
僧
別
当
に
任
ぜ
ら
れ
る
の
は
先
に
頼
意
に
つ
い
て

触
れ
た
と
お
り
。
な
お
、
文
書
の
授
受
に
関
す
る
寺
務
と
執
事

。
凡
僧
別
当

と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
富
田
氏
前
注

（１９
）
論
文
参
照
。

（４２
）
こ
れ
以
前
、
十
月
十
六
日
付

「良
賢
書
状
」
翁
勝
尾
寺
文
書
』
七
〇

一

翁
箕
面
市
史
史
料
編
二
し
）
に
、
「護
持
院
大
僧
正
」
と
し
て
見
え
る
。

（４３
）
『村
田
正
志
著
作
集
第
七
巻
　
風
塵
録
』
（思
文
閣
出
版
、
昭
和
六

一
年
）

四
二
三
頁
所
掲
。
『村
田
正
志
著
作
集
第

一
巻
　
増
補
南
北
朝
史
論
』
（思
文

閣
出
版
、
昭
和
五
八
年
）
第
七
章
第
四
節

「研
究
余
録
」
参
照
。

（４４
）
な
お
、
こ
れ
以
前
、
南
朝
で
は
弘
真
が

「東
寺
座
主
」
と
し
て
法
務
を
兼

ね
て
い
る
例
が
あ
り
、
頼
意
が
東
寺
長
者
の
任
を
退
い
た
後
に

「東
寺
座

主
」
に
就
任
し
て
い
た
可
能
性
は
な
い
で
は
な
い
が
、
徴
証
は
得
ら
れ
な
い
。

真
木
隆
行

「東
寺
座
主
構
想
の
歴
史
的
変
遷
」
翁
仏
教
史
学
研
究
』
四

一
―

二
、
平
成

一
一
年
二
月
）、
内
田
啓

一
『文
観
房
弘
真
と
美
術
』
（法
蔵
館
、

平
成

一
八
年
）
第
六
章

「南
朝
と
弘
真
」
参
照
。

（４５
）
『村
田
正
志
著
作
集
第
七
巻
　
風
塵
録
』
四
五
八
頁
所
掲
。

（４６
）
『長
慶
天
皇
側
近
者
事
蹟
研
究
資
料
』
（臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
、
昭
和

一
三
年
）

一
三
六
頁
所
掲

「冒
同
野
山
文
書
』
九
六
　
金
剛
峯
寺
乾
」。

（４７
）
大
覚
寺
聖
教
第
二

一
函
第
六
号

‐
五

「道
意
書
状
案
」
。
前
注

（
１４
）
大

覚
寺
聖
教

。
文
書
研
究
会
論
文
に
よ
る
。

（４８
）
「光
賢
僧
正
自
筆
後
亀
山
上
皇
寝
翰
宝
筐
印
陀
羅
尼
経
裏
書
」
「
和
泉
松

尾
寺
文
書
』
（大
阪
府
教
育
委
員
会
、
昭
和
三
二
年
）
四
八
）。

（４９
）
『村
田
正
志
著
作
集
第
七
巻
　
風
塵
録
』
四
六
八
頁
所
掲
。

（５０
）
一則
注

（４９
）０

（５‐
）
湯
之
上
隆

「護
持
僧
の
成
立
と
歴
史
的
背
景
」
（
日
本
中
世
の
政
治
権
力

と
仏
教
』
思
文
閣
出
版
、
平
成

一
三
年
、
初
出
昭
和
五
六
年
）。
な
お
、
南

朝
の
護
持
僧
に
つ
い
て
は
、
森
氏
前
掲
書

（注

（１１
と
　
一
六
四
～

一
六
八

頁
参
照
。

（５２
）真
木
隆
行
氏
に
よ
る
と
、
久
寿
二

（
一
一
五
四
）
年
以
後
、
東
寺

一
長
者

が
護
持
僧
を
兼
任
す
る
の
が
恒
常
化
す
る
と
い
う
。
翁
中
世
東
寺
長
者
の
成

立
―
真
言
宗
僧
団
の
歴
史
的
転
換
―
」
翁
ヒ
ス
ト
リ
ア
』

一
七
四
、
平
成

一

三
年
四
月
》
。

（
せ
た

。
み
ち
お
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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